
近森会グループ年報 2025

はじめに

リハビリテーション部臨床心理室は、常勤の公認心理師 2名体制です。回復期リハビリテーシ

ョン病棟 7ユニットの入院への対応が 1名、外来対応が 0.5 名、高知県高次脳機能障害支援拠点

センター青い空への対応が 0.5 名で、業務分担しています。

実績について

〇近森リハビリテーション病院

図 1では、月別の介入数を示します。月によってばらつきが大きいのですが、1ヶ月の平均は

入院が 34.83 件、外来が 53.17 件でした。現在の制度上、直接的な経済的貢献ができない職種で

すが、心理だからこその介入を、能動的にチャレンジできるようにしたいと思います。回復期リ

ハにおける心理の役割は、患者の生きること（適応）を支えることです。生活と人生そのものを

理解して、まずリハビリテーションへの適応を促し、退院後の社会参加への適応を支えることが

重要と考えます。

図 2 は、月別の新規依頼の患者数の推移です。こちらも月によってばらつきが大きいのが特

徴です。外来では、定期で持続的な介入だけでなく、精神障害者保健福祉手帳や障害年金の申請

の準備にも関わっているので短期的な介入で終える場合も一定数います。

近森リハビリテーション病院 臨床心理室

公認心理師 主任 和田 寿美
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2026 年は従来の支援拠点としての活動を継続しつつ、高次脳機能障害者支援センターへの移行

を図ることになります。まだまだ社会的認知の低い高次脳機能障害及び高次脳機能障害者への

理解が進むよう活動していきます。

※第 28 回日本臨床脳神経外科学会にて発表「高知県における高次脳機能障害支援の地域格差

と実態把握の課題」和田寿美

まとめ

援助職として、患者（当事者）、その家族、支援者が安心感を持てること、生きていきたいと

思えることを支えていきます。関わる他者の進化を喜ぶだけでなく、自分や自部署の進化を図っ

ていく必要があります。その為には、変えられるものは変えていく、変えられないものを受け入

れる、そしてそれらを見極めていく力を身につけていきます。


